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■内容サンプル

を行います。商品貿易は、国際荷為替取引を通じて、書類取引として実践され

ています。

◇信用状付き荷為替決済

輸出者としては、取引資金の効率的運用のために、取引銀行に荷為替の取組

に確実に応じて欲しいと考えます。しかし、輸出入者の信用度が低いか、輸入

国のカントリーリスクが高いと、銀行は容易に荷為替の取組に応じてくれませ

ん。輸出者は、その振り出す手形の信用を高めるために、輸入者と決済条件に

ついて協議し、輸入者側の銀行を手形の名宛人とすることができるよう、信用

状付き決済条件を取り決めます。

「信用状付き荷為替決済」とは、輸入者が、その取引銀行と契約して、一定

条件を守ることを前提として、輸出者に対して指定の銀行宛に手形を振り出す

こと認める確約書を輸出者に発行するよう手配します。指定された銀行の格付

けが高ければ、それだけ手形の支払は確実視されるので、取組銀行は荷為替手

形を買い取り、手数料を差し引いて手形代わり金を速やかに輸出者に支払って

くれる決済方法です。

（２）貿易条件を選択するときのポイント

■貨物の引き渡しとコスト管理

輸出国 輸入国

積地渡し 揚地渡し

CIF DES

FOB DEQ

(CIF輸出) (FOB輸入)

CIF、 FOBのような貿易条件を輸出者と輸入者それぞれの立場から選択する

ときの判断基準には、積地渡しか揚地渡しか、貨物を具体的に輸出国・輸入国

■運賃・保険料コスト負担・

管理を行うのはどちらか

買 い 手

FOBでは■

買い手本船手配

海 運

売 り 手

FOBでは■

買い手保険契約

CIFでは■

売り手保険契約

CIFでは■

売り手本船手配


